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レシピタイトルに頻出するシズルワードの多義性抽出手法と評価
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あらまし 近年，投稿型レシピでは「シズルワード」とよばれるおいしさを表現する修飾表現がよく用いられている．

シズルワードには美味しさの感性が反映されているため，シズルワードは明確な意味の把握や解釈・定義が難しい場

合がある．その 1つにシズルワードの多義性が挙げられる．例えば，シズルワードの 1つに「からい」という形容詞が

ある．「からい」には「Hot」「Salty」「Spicy」という少なくとも 3つの意味がある．本研究では，「からい」と同様に,

シズルワードには複数の意味があると仮定し，シズルワードの多義性を明らかにする手法を提案する．そのために，

レシピの「概要」を多次元尺度構成法と階層的クラスタリングを用いて分析し，シズルワードの多義属性数と多義属

性のキーワードを明らかにした．さらにアンケート調査を用いて，キーワードを絞り込み，それを多義属性として抽

出した．また，アンケート調査の結果から各クラスターの重み付き平均経路長を算出し，抽出した多義性の妥当性を

評価した．今回は「からい」と，cookpadで最もよく用いられている「たっぷり」「和風」「ヘルシー」を対象とした．
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1 は じ め に

近年，ユーザー発信型の情報が増えている．加藤ら [1]によ

ると，ユーザー発信型の情報には「シズルワード」とよばれる

おいしさを表現する修飾表現がよく用いられている．特に，投

稿型レシピの cookpad では，Twitter や webと比較して多く

のシズルワードが用いられていることが明らかにされている．

「シズルワード」とは，米国の経営コンサルタント E.Wheel

によって提唱された概念である．消費者の五感を刺激すること

によって食欲や購買意欲を刺激する感覚であるシズル感に直結

する曖昧な質感のニュアンスを端的かつ明確に表現する用語で

ある．

おいしいを感じる言葉 [2]によると，図 1に示すように，味

覚系表現 93語，食感系表現 119語，情報系表現 119語の 331

語がシズルワードとして定義されている．シズルワードの詳細

は図 1に示す．

シズルワードに関する研究は盛んに行われており，その研究

方法はアンケート調査による定量的な解析とマイクロブログな

どのテキストデータの解析の 2 種類に大別される．どちらも,

シズルワードのニュアンスや意味構造を明らかにすることを目

的としている研究が多い．しかし，シズルワードの多義性に注

目し,その多義性の数と意味を明らかにしようとする研究は充

分にはなされていない．例えば,シズルワードの 1つに「から

い」という形容詞がある．デジタル大辞林によると，「からい」

には「舌やのどを強く刺激するような味である」Hot，「塩気が

多い」Salty，「甘みが少なくさっぱりとしていて、ひきしまって

いる」Spicyという少なくとも 3つの意味があると考えられる．

本研究では，「からい」のように 1 つのシズルワードで複数

の意味が表現されている場合を「多義属性がある」状態である

図 1 シズルワードの詳細

と定義し，シズルワードには複数の意味があると仮定する．そ

の仮定のもと，テキストデータの解析によるシズルワードの多

義性を明らかにする手法を提案する．シズルワードの多義性が

明らかになれば，ユーザーが感じている微妙なニュアンスの違

いが明らかになるため，商品パッケージやネーミングにシズル

ワードを用いる際に参考にすることが可能になる．

2 関 連 研 究

関連研究は定量的な解析とテキストデータの解析の 2種類が

ある．

アンケートをもちいた手量的な解析の研究として，以下の

2つが挙げられる．大橋 [3]は，15歳から 59歳までの男女 1，

500人にアンケート調査を行っている．305個のシズルワード

に対し，「おいしい」「食べたい」と感じる言葉にチェックをし

てもらうという方法で，人気のあるシズルワードを明らかにし

ている．加えて，2003年から行っている同様の調査と結果を比



較することで，シズルワードの人気の時系列変化を明らかにし

ている．これによると，2015年に最も人気のあったシズルワー

ドは「もちもち」であった．石橋 [4] は，消費者の食感とシズ

ルワードの関係に着目し，米菓の堅さを中心に分析調査を行っ

ている．20代の学生と社会人 50名を対象に，無造作に置かれ

た 4種類の米菓を一枚ずつ食し，米菓に適している 33個のシ

ズルワードがその米菓にあてはまるか否か，5段階の評定尺度

で判定させている．これによると，「歯ごたえのある」「さっく

り」「サクサク」「軽い」といったシズルワードがよくあてはま

るとされている．

テキストデータの解析の研究として，以下の 3種類がある．加

藤ら [1]はインターネット上のメディアのうち，Twitter，Web，

cookpad 上でのおいしさを表す言葉であるシズルワードと食品

との関係の比較分析を行っている．Twitter 上にはユーザが実

際に食べた「経験」に基づくシズルワードが多いと考えられる

のに対し，一般の Web 上には「秘伝の」「手作り」「自然の」

といった宣伝文句と考えられる情報系のシズルワードが多く，

CookPadでは「Twitterや一般のWebと比べて多くのシズル

ワードが共起しており，特に味覚系，食感系シズルワード」が

「Twitterや一般のWebの場合と比べ多く使用」されている特

徴があると考えられると述べている．橘ら [5] [6]は「簡単」と

「子どもが喜ぶ」という修飾表現に対して，料理名における修

飾表現の根拠をネーミングコンセプトと定義し，「料理名にお

ける典型的な要素と比較することで差異を抽出し，差異間の組

み合わせによる特徴パターンで分類することによりネーミング

コンセプトを抽出する方法」を提案している．本研究では，対

象とする修飾表現をシズルワードに拡張している点に新規性が

あることに加え，橘らが材料と調理器具からネーミングコンセ

プトの抽出を試みているのに対し，本研究ではレシピの概要か

ら多義性の抽出を試みる点で新規性がある．長谷川ら [7]は楽

天レシピのユーザからのレビューとそれに対するレシピ投稿者

からの返事を対象に,シズルワードの特性に関する要因抽出を，

NMF を適用することで行っている．NMF の因子における単

語の重みに着目することで，「同様な印象を受けるシズルワード

から構成される食における感性の表現に関する共通性を抽出す

ることができた」と述べているが，分析対象をレビューに限定

していることから，シズルワードの多義性について考慮されて

いないという課題がある．本研究では CookPadの概要を分析

対象としてる点に加え，シズルワードの多義性を明らかにする

ことを目的としている点で新規性がある．

3 シズルワードの多義性を抽出する手法の提案

3. 1 シズルワードの出現分布

本研究では，投稿型レシピサイトの中でも，掲載レシピが

最も多く，先行研究が豊富な CookPad を利用することとし，

CookPad で高頻度で用いられるシズルワードを分析対象とす

る．まず, おいしいを感じる言葉 [2] によると，味覚系表現 93

語，食感系表現 119 語，情報系表現 119 語の 331 語がシズル

ワードとして定義されている．これらを辞書登録し，タイトル

に用いられているシズルワードをカウントする．

その結果，「たっぷり」が 26,302回で最も多く,次いで「ヘル

シー」が 24,738回,「和風」が 24,686回であった．この 3ワー

ドでタイトルに使用されているシズルワードの約 25％をしめ

ることが分かった．図 2はシズルワードのパレート図を表す.左

軸がシズルワードの出現回数の軸であり，出現回数は青色で示

されている．右軸はシズルワードの累積％の軸であり，累積％

はオレンジ色で示されている．

図 2 シズルワードの出現頻度と累積値

図 3にシズルワードの散布図を示す．横軸は登録したシズル

ワードの数の対数，縦軸はシズルワードの出現回数の対数を表

す．極端な右下がりになっていることから，レシピで用いられ

ているシズルワードには偏りがあり，一部のシズルワードのみ

が非常によく使われていることが分かる．

図 3 シズルワードの両対数グラフ

3. 2 属性タグ数の推定

本研究では対象とするシズルワードをタイトルに含む全レシ

ピを分析の対象とする．レシピにはタイトルと概要，材料一覧，

料理手順が記載されている．本研究では，レシピの特徴が簡潔

に記載されている概要を用いてシズルワードの多義属性を明ら

かにする．

具体的には，レシピの「概要」部分を KHcoderを用いて多

次元尺度構成法で分析する．多次元尺度構成法は分類対象物の

関係性を低次元空間における点の配置で表現する分析手法で

あり，分析対象の類似性を可視化することができる．レシピの

「概要」には,シズルワードを用いずにシズルワードが意味する

ことが説明されている．例えば，「野菜たっぷり！もやし入り春



巻き」というレシピの概要には,「春巻きなのにあっさりしてい

て，たくさん食べられちゃいます」と書いてあり，「食べごたえ

がある」ことを「たっぷり」を使わずに表現している．このた

め，レシピの概要を多次元尺度構成法で分析することで，シズ

ルワードの多義性に関係のある言葉の類似性を可視化すること

ができる。

今回はプロットの解釈の手助けとしてクラスター分けも行う．

クラスター数の決定は,レシピの「概要」を階層的クラスタリン

グにかけ，併合水準で傾きが 0に近くなる 9以下のクラスター

数を目視で確認し決定する．クラスターを数えることで，シズ

ルワードの多義性数を推定できる．

3. 3 多義性の抽出

3. 2で得られた各クラスターから属性タグを抽出するために，

アンケート調査を行う．クラスターごとに頻出する 10単語を

取り出した質問紙を作成し，クラスターを代表すると思われる

3単語を選んでもらう．本研究では選ばれた単語をキーワード

と呼ぶ。

このようにして得られたキーワードの出現回数に関する累積

グラフを作成し，累積単語数の 80％を占めるキーワードを導

く．累積単語数の 80％を占めるキーワードの出現分布と，キー

ワードの組み合わせを参照しながら，クラスターの特性を表す

文章を作成し，得られた文章を多義性として抽出する．クラス

ターの特性を表す文章が作成できない場合は，そのクラスター

からは多義属性は抽出不可と判断する．

4 実 験

本節では，提案手法の有効性について，「からい」「たっぷり」

「ヘルシー」「和風」の 4つのシズルワードを用いて検証する．

4. 1 データセット

本研究では，Nii が研究用に公開している CookPad のレ

ビューデータ 1を使用した．クックパッドで 2014年 9月 30日

までに公開されたレシピに関するデータで,レシピのタイトル

や概要，手順，つくれぽ（「作りましたフォトレポート」の略），

カテゴリなどのデータが含まれている．

4. 2 「からい」の多義属性数と抽出した属性タグ

4. 1のデータから，レシピタイトルに「たっぷり」を含むレ

シピをすべて抽出し，そのレシピの概要を多次元尺度構成法で

分析した．その結果は図 5である．図 4から,併合水準の傾き

が 0近くなるクラスター数は 5であると判断した．これより，

「からい」の多義属性数は最大 5であると推定した．

3. 3に基づいて，図 6の質問紙を作成した．

選ばれた単語を数字に置き換えて集計すると，クラスター 1

では図 7 のようになった．単語と数字の対応表は表 1 に示す．

これに基づいて累積累積グラフを作成した．作成した累積グラ

フは図 8であり，クラスター 1は濃い青色で示されている．こ

1：https://www.nii.ac.jp/dsc/idr/cookpad/cookpad.html

図 4 「からい」の併合水準

図 5 「からい」の多次元尺度構成法

図 6 作成した質問紙（からい）

れより，累積単語数の 80％を満たす単語数は 4であり，その

キーワードは図 7よりキーワード 4・8・7・3であることが分か

る．クラスター 1のキーワードの出現組みあわせは図 9のよう

であることから，クラスター 1から「ビールにあう，食欲をそ

そる唐辛子のからさ」という多義属性を抽出することができる．

同様に他のクラスターでも多義属性の抽出を行うと，クラス



図 7 「からい」のクラスター 1 のキーワードの出現分布

表 1 クラスター 1 のキーワードと数字の対応表

クラスター 1 　 　数字

ご飯 1

ソース 2

ビール 3

ピリッ 4

韓国 5

使う 6

食欲 7

唐辛子 8

入れる 9

炒める 10

図 8 「からい」のキーワードの累積グラフ

ター 4以外の 4つのクラスターで多義属性を抽出できた．詳細

は以下のようである．

クラスター 1 ビールにあう食欲をそそる唐辛子のピリッとし

たからさ

図 9 「からい」のクラスター 1 のキーワード組み合わせ

クラスター 2 簡単で美味しいラー油を使ったスープのからさ

クラスター 3 ピリ辛のキムチサラダのからさ

クラスター 5 本格的で甘味もある麻婆豆腐のからさ

4. 3 「たっぷり」の多義属性数と抽出した属性タグ

4. 1 のデータから, レシピタイトルに「たっぷり」を含むレ

シピをすべて抽出し，そのレシピの概要を多次元尺度構成法で

分析した．その結果は図 10である．階層的クラスタリングの

併合水準の傾きが 0近くなるクラスター数は 5であると判断し

た．これより，「たっぷり」のクラスター数は 5であり，多義属

性数は最大 5であると推定した．

図 10 「たっぷり」の多次元尺度構成法

3. 3に基づいて，図 11の質問紙を作成した．

選ばれた単語を集計し，累積グラフを作成した．作成した累

積グラフは図 12 である．各クラスターで累積単語数の 80 ％

を満たす単語数を求め，それに含まれるキーワードを導いた．

キーワードの出現組みあわせを参照しながら，各クラスターを

特徴づける文章を作成したところ，クラスター 5以外のクラス

ターから以下の多義属性を抽出することができた．

クラスター 1 簡単にできて、美味しくてヘルシーな野菜たっ

ぷり

クラスター 2 子供が大好きでボリュームと栄養がたっぷり

クラスター 3 玉ねぎのソースで旨みたっぷり

クラスター 4 焼くと香りがたつ甘さたっぷりのケーキ



図 11 作成した質問紙（たっぷり）

図 12 「たっぷり」のキーワードの累積グラフ

4. 4 「ヘルシー」の多義属性数と抽出した属性タグ

4. 1のデータから，レシピタイトルに「ヘルシー」を含むレ

シピをすべて抽出し，そのレシピの概要を多次元尺度構成法で

分析した．その結果は図 13である．階層的クラスタリングの

併合水準の傾きが 0近くなるクラスター数は 6であると判断し

た．これより，「ヘルシー」のクラスター数は 6 であり，「ヘル

シー」の多義属性数は最大 6であると推定した．

3. 3に基づいて，図 14の質問紙を作成した．

選ばれた単語を集計し，累積グラフを作成した．作成した累

積グラフは図 15である．クラスター 6は回答者の 1人が回答

不明と回答したため，全回答が 24個となっている．各クラス

ターで累積単語数の 80％を満たす単語数を求め，それに含ま

れるキーワードを導いた．キーワードの出現組みあわせを参照

しながら，各クラスターを特徴づける文章を作成したところ，

クラスター 3とクラスター 6以外のクラスターから以下の多義

属性を抽出することができた．

クラスター 1 簡単でおいしいのにカロリーが低いのでヘルシー

クラスター 2 栄養のある野菜をたくさん使った一品でヘルシー

クラスター 4 材料を油で揚げないのでヘルシー

図 13 「ヘルシー」の多次元尺度構成法

図 14 作成した質問紙（ヘルシー）

図 15 「ヘルシー」のキーワードの累積グラフ

クラスター 5 体にいい具材が使われているヘルシースープ

4. 5 「和風」の多義属性数と抽出した属性タグ

4. 1のデータから,レシピタイトルに「和風」を含むレシピを

すべて抽出し，そのレシピの概要を多次元尺度構成法で分析し

た．その結果は図 16である．階層的クラスタリングの併合水

準の傾きが 0になるクラスター数は 4であると判断した．これ



より，「和風」のクラスター数は 4であり，「和風」の多義属性数

は最大 4であると推定した．

図 16 「和風」の多次元尺度構成法

3. 3に基づいて，図 17の質問紙を作成した．

図 17 作成した質問紙（和風）

選ばれた単語を集計し，累積グラフを作成した．作成した累

積グラフは図 18 である．各クラスターで累積単語数の 80 ％

を満たす単語数を求め，それに含まれるキーワードを導いた．

キーワードの出現組みあわせを参照しながら，各クラスターを

特徴づける文章を作成したところ，クラスター 2以外のクラス

ターから以下の多義属性を抽出することができた．

クラスター 1 醤油味の和風野菜サラダ

クラスター 3 手軽に作れてアレンジのできる和風ドレッシ

ング

クラスター 4 味噌を使った優しいコクのある和風カレー

.

図 18 「和風」のキーワードの累積グラフ

5 評 価

「からい」「たっぷり」「ヘルシー」「和風」の順に得られた多

義属性の評価を行う．アンケート調査で得られた回答の組み合

わせをネットワークとみなし，各クラスターの重み付き平均経

路長を算出した．

4で得られた多義性を基に，シズルワードが多義性を持つこ

とのできる重み付き平均経路長を定める．

平均経路長はある回答の組み合わせから別の回答の組み合わ

せまで到達するのに必要なステップ数を表している．平均経路

長を求めることでネットワークのおおよその大きさを表現する

ことができる．今回は，回答の組み合わせによって選ばれた回

数が異なることから，経路に重みをつけた重み付き平均経路長

を算出する．

重み付き平均経路長は以下のように算出する．2 頂点 vi と

vj の距離 d(vi, vj)を，vi から vj に行くために通らなければな

らない最小の枝数で定義する．重みを反映させるために，距離

d(vi, vj)の逆数をとる．ネットワークの重み付き平均経路長 L

は，距離 d(vi, vj)の逆数の全ての頂点対にわたる平均であるの

で，頂点が N個ならば，頂点対の選び方は N(N − 1)/2通り

あり，

L =
2

N(N − 1)

∑
1<=i<j<=N

1

d(vi, vj)

という式で求めることができる．

各シズルワードの各クラスターで重み付き平均経路長を算出

すると図 19のようになった．セルに色がついているクラスター

は 4で多義性が抽出できたクラスターである．

また，各クラスターで抽出された多義性の質的な考察につい

ても行う．



図 19 重み付き平均経路長

5. 1 からいの評価

図 19から，からいは重み付き平均経路長が約 1.393～約 1.607

であるときに多義性が抽出可能であると考えられる．重み付き

平均経路長が約 1.286であるクラスター 4からは多義性が抽出

できなかったことから，重み付き平均経路長が約 1.393より小

さいと，ネットワークが小さすぎて意味として成り立たないと

考えられる．

また，クラスター 1の「ビールにあう食欲をそそるピリット

した唐辛子のからさ」は Hotに該当すると考えられる．クラス

ター 3の「ピリ辛のキムチサラダのからさ」は Spicyに該当す

ると考えられる．本研究では Saltyに該当する多義属性は抽出

できなかった．その原因として，関東では「しょっぱい」関西

では「からい」というように，地域によって Saltyを表す言葉

が異なることが考えられる．Saltyを抽出するためには，例え

ば，甘辛いといった別のシズルワードが適当かもしれない．

5. 2 たっぷりの評価

図 19から，たっぷりのクラスター 1とクラスター 5の重み

付き平均経路長の値が同じことが分かる．クラスター 5 から

は多義性が抽出できなかったことから，クラスター 1の多義性

は必ずしも適当であるとはいえないことが分かる．これより，

たっぷりは重み付き平均経路長が約 1.464～約 1.5であるとき

に多義性が抽出可能であると考えられる．

また，クラスター 2 の「子供が大好きでボリュームと栄養

がたっぷり」は「ボリューム」と「栄養」という 2つの単語が

たっぷりにかかっている．これより，クラスタリングが不十分

であった可能性が伺える．クラスター 4の「焼くと香りがたつ

甘さたっぷりのケーキ」のみ，具体的な料理名が多義属性につ

いている．他の 3つの多義属性と粒度が異なっているため，ク

ラスター 4を多義属性として抽出可能とするかどうかは検討の

余地がある．

5. 3 ヘルシーの評価

図 19から，クラスター 5の重み付き平均経路長 1.2が最小

で，クラスター 4の重み付き平均経路長約 1.583が最大である

ことが分かる．しかし，重み付き平均経路長が 1.2～1.583の間

にあるクラスター 3とクラスター 6の多義性は抽出されていな

いことから，クラスター 4から抽出された多義性は必ずしも適

当であるとはいえないことが考えられる．これより，ヘルシー

は重み付き平均経路長が 1.2～約 1.333であるときに多義性が

抽出可能であると考えられる．

また，クラスター 5 の「体にいい具材が使われているヘル

シースープ」のみ，具体的な料理名が多義属性についている．

他の 3つの多義属性と粒度が異なっているため，クラスター 5

を多義属性として抽出可能とするかどうかは検討の余地がある．

5. 4 和風の評価

図 19から，和風では重み付き平均経路長が約 1.333～1.5で

あるときに多義性が抽出可能であると考えられる．

また，すべてのクラスターで具体的な料理名が多義属性につ

いている．すべての多義属性で粒度が同じであるため，クラス

ターからの多義属性の抽出は妥当であると考えられる．

6 お わ り に

本研究では,おいしいを感じる言葉 [2]に基づき,味覚系表現

93語，食感系表現 119語，情報系表現 119語の 331語を「シ

ズルワード」として定義し，シズルワードには多義性があると

いう仮説に基づき，その多義性を明らかにすることを目的とす

る．そこで本稿では，「からい」と日本最大の投稿型レシピサイ

トである CookPadで出現回数の多い上位 3件のシズルワード,

「たっぷり」「ヘルシー」「和風」を対象に，それらのシズルワー

ドの多義属性数と多義属性の抽出を行った．

提案手法では，まず，シズルワードを用いずにシズルワード

の意味が説明されているレシピの「概要」を KHcoderを用い

て,多次元尺度構成法と階層的クラスタリングで分析を行った．

この分析により，対象とするシズルワードが持ちうる最大の多

義属性数が推定できる．「からい」の多義属性数は最大 5 いで

あると推定でき，「たっぷり」の多義属性数は最大 5 つ，「ヘル

シー」の多義属性数は最大 6つ，「和風」の多義属性数は最大 4

つであると推定できた．

次にアンケート調査を行い，多義属性の抽出を行った．その

結果，「からい」からは「ビールにあう食欲をそそる唐辛子のピ

リッとしたからさ」「簡単で美味しいラー油を使ったスープの

からさ」「ピリ辛のキムチサラダのからさ」「本格的で甘味もあ

る麻婆豆腐のからさ」という 4つの多義属性が抽出できた．

「たっぷり」からは「簡単にできて、美味しくてヘルシーな

野菜たっぷり」「子供が大好きでボリュームと栄養がたっぷり」

「玉ねぎのソースで旨みたっぷり」「焼くと香りがたつ甘さたっ

ぷりのケーキ」という 4つの多義属性が抽出できた．

「ヘルシー」からは「簡単でおいしいのにカロリーが低い

のでヘルシー」「栄養のある野菜をたくさん使った一品でヘル

シー」「材料を油で揚げないのでヘルシー」「体にいい具材が使

われているヘルシースープ」という 4 つの多義属性が抽出で

きた．

「和風」からは「醤油味の和風野菜サラダ」「手軽に作れて

アレンジのできる和風ドレッシング」「味噌を使った優しいコ

クのある和風カレー」という 3つの多義属性が抽出できた．

最後に，抽出した多義性を重み付き平均経路長を用いて評価

した．「からい」では重み付き平均経路長が約 1.393～約 1.607

であるときに多義性が抽出可能であると考えられ，「簡単で美味

しいラー油を使ったスープのからさ」「ピリ辛のキムチサラダ



のからさ」「本格的で甘味もある麻婆豆腐のからさ」という 3

つの多義属性が妥当であると考えられた．

「たっぷり」ではたっぷりは重み付き平均経路長が約 1.464

～約 1.5であるときに多義性が抽出可能であると考えられ，「子

供が大好きでボリュームと栄養がたっぷり」「玉ねぎのソース

で旨みたっぷり」「焼くと香りがたつ甘さたっぷりのケーキ」と

いう 3つの多義属性が妥当であると考えられた．

「ヘルシー」では重み付き平均経路長が 1.2～約 1.333であ

るときに多義性が抽出可能であると考えられ，「簡単でおいしい

のにカロリーが低いのでヘルシー」「栄養のある野菜をたくさ

ん使った一品でヘルシー」「体にいい具材が使われているヘル

シースープ」という 3つの多義属性が妥当であると考えられた．

「和風」では和風では重み付き平均経路長が約 1.333～1.5で

あるときに多義性が抽出可能であると考えられ，「醤油味の和風

野菜サラダ」「手軽に作れてアレンジのできる和風ドレッシン

グ」「味噌を使った優しいコクのある和風カレー」という 3つ

の多義属性が妥当であると考えられた．

今後の課題として，2つのことが挙げられる．1つ目の課題

として，キーワード抽出の精査が挙げられる．今回の実験では，

質問紙に掲載する単語を，出現回数の多い上位 10件とし，単

語をすべて同じように扱った．しかし，単語によってレシピの

概要での出現回数が大きく異なることから，出現回数に重みを

つけた集計を行う必要があること考えられる．今後は重みをつ

けた集計によってクラスターを代表するキーワードが変化する

のか，変化するのであればどのように変化するのかを検証する．

2 つ目の課題として，アンケート調査の改善が挙げられる．

今回の実験では料理経験の有無を問わずにアンケート調査を実

施したが，cookpad は料理をする人向けに書かれているので，

料理経験の豊富な人に限定してアンケート調査を行った場合，

シズルワードを代表するキーワードに変化が見られると考えら

れる．
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